
 

＜別紙＞ 情報提供様式  
 

①事例名 

地域に開かれたクラブ活動 

②学校名 

竜王町立竜王小学校                            連絡先 0748-57-0004 

③取組分野（複数選択可） 

☑外部人材の活用 （スクールロイヤー・民間人材の活用等、コミュニティ・スクール、地域学校協働本部、地域ボランティア等含む） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・６年生がクラブを立ち上げ、4，５年生にアピールしてメンバーを集め活動をしていくという方法を取っていた

が、クラブ立ち上げまでの６年生の負担が大きく、６年担任は、休み時間もそのことに追われる状態だった。また、

できるだけ多くのクラブを作りたいが、担当できる教員の人数が限られるので増やすことができなかった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

R６年度のクラブ活動 

＊月曜日の６校時に実施（毎月第１月曜日は委員会活動） 

＊活動時間を４５分から６０分に拡大 

＊年間１２回の活動を、１期４回に分け３期行う 

＊１期のみの活動や３期とも実施する活動があってもよい 

＊児童は各期ごとに希望するクラブを選択する 

＊人数に大きな偏りが生じないように希望内で調整する 

＊ボランティアの方にクラブ活動に関わっていただくことで 

多様なクラブおよび複数体制での指導が実現できる。 
 
 取組のポイント 

＊学校運営協議会や地域学校協働本部と連携し、クラブ活動 

を「地域の人と学ぶ場」とする。 

＊地域の多様な人と児童がつながり、竜王小学校を地域の 

ふれあいの場の一つにする。 

＊地域人材を活用することで、これまで学校でできなかった 

体験や活動を児童に提供する。 

＊児童が自らの興味関心をもとに様々な活動を行うことに 

より、将来の夢や目標などを持ち、今後のキャリア形成に

効果的に作用させる。 

＊クラブ活動の時間が低学年等の下校時間と重なるため教 

職員の対応が手薄になることが課題であったことが解消 

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球クラブの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

週時程の工夫 

 

⑦取組の成果 

＊地域の方に参画いただくことでより多くのクラブを立ち

上げることができた。 

＊今まで体験できなかったクラブ活動ができ、興味関心を広

げることができた。また、学期ごとにクラブを選択するこ

とで、多くの体験をすることができるようになった。 

＊子どもたちは、地域の方々に教えていただけることに感

謝の気持ちをもつことができている。 

＊クラブ活動で体験したことをきっかけに地域でのイベント

に参加した子もいる。 

＊参画いいただいているボランティアさん方も子どもたち

とのふれあいを楽しんでいてくださる。 
 
成果のポイント 
そのことに詳しい地域の方が教えに来てくださるので、

子どもたちには充実した活動が提供でき、教員にとっては

働き方改革にもつながった。 

                   
                 
              


